助詞１　　助詞の特徴とはたらき

１　助詞の特徴と種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
助詞は、付属語で活用がなく、体言または用言やその他の語につく。助詞は次の四つの種類に分けられる。

①　格助詞…主として体言につき、その文節のはたらきを示す。

②　接続助詞…主として用言につき、主に接続語の文節をつくる。

③　副助詞…体言や用言、他の助詞などにつき、意味を付け加える。

④　終助詞…主として文末につき、気持ちやはたらきかけを示す。

※各助詞について学習するときには、これらの四つのどれであるのかを常に考えよう。

※「が」（格助詞・接続助詞）や「で」（格助詞・接続助詞・助動詞）のように、別の種類の助詞や他の品詞と紛らわしいものがあるので注意しよう。
２　格助詞①　格助詞のはたらき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
格助詞の特徴とはたらき

格助詞は、それを含む文節が、文の組み立てのうえで「主語」「連体修飾語・連用修飾語」「並立語」であることを示す。

①「あれが富士山だ。」…「あれが」が主語。
②「地理の本を読む。」…「地理の」は連体修飾語。「本を」は連用修飾語。
③「本とノートを用意する。」…「本と」と「ノートを」は並立の関係。
※③の「本と」と「ノートを」のような、並立の関係にある文節をそれぞれ「並立語」という。並立語どうしは必ずまとまって連文節をつくる。
※他の文節に対してどのような資格（関係）にあるかという点から、格助詞のついた文節を「主格」「連体格」「連用格」「並立格」などということがある。それに伴って、「『が』は主格の格助詞で、『を』は連用格の格助詞だ」などともいう。

３　格助詞②　「が」の用法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「が」…その文節が主語であることを示す。

①「飛行機が飛んでいる。」

②「走るのが速い。」（助詞「の」に接続）

③「帰るがよい。」（用言に接続）

④「行かせるがよい。」（助動詞に接続）

⑤「象は鼻が長い。」

⑥「水が飲みたい。」

※②については格助詞「の」の項を参照。

※⑤「象は」の「は」については副助詞「は」の項を参照。

⑥は「水が」を「水を」と言い換えられる。この場合「水」は「飲む」という述語の主体でなく、対象を表していることから、この「水」を対象語などとよぶことがある。このような「が」のつく対象語については、ここでは主語に分類しているが、連用修飾語に分類する考え方もある。


【確認問題】

１　次の各文から助詞を選び、　　線を引きなさい。

①　私は　友達に　早く　会いたかった。

②　犬も　いれば　猫まで　いる。

③　向こうから　誰か　来るようだ。

④　もう　すぐ　春が　来るね。

２　次の各組の　　線部から助詞であるほうを選び、記号で答えなさい。

①　ア　新幹線で京都まで行く。　　　　　　　〔　　　　　〕

イ　彼はがんこで言い出したらきかない。

②　ア　夜は雨だった。が、朝は晴れた。　　　〔　　　　　〕

イ　夜は大雨だったが、朝は晴れた。

３　次の　　線部の助詞の種類を後から選び、記号で答えなさい。

①　彼EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(Ａ),は)、歌もうまいEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(Ｂ),し)、泳ぎも上手だ。　　Ａ〔　　　　　〕　Ｂ〔　　　　　〕
②　あの子は五歳だEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(Ａ),が)、一人EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(Ｂ),で)服を着る。　Ａ〔　　　　　〕　Ｂ〔　　　　　〕
③　こんなことをしていいEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(Ａ),と)思うEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(Ｂ),の)。　　　Ａ〔　　　　　〕　Ｂ〔　　　　　〕
④　世界は広いなEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(Ａ),と)、いま実感しEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(Ｂ),て)いる。　Ａ〔　　　　　〕　Ｂ〔　　　　　〕
ア　格助詞　　　イ　接続助詞　　ウ　副助詞　　エ　終助詞

４　次の各文から格助詞を二つずつ書き抜きなさい。また、そのはたらきをあとから選び、記号で答えなさい。

①　その　本は　ぼくが　彼から　借りた。〔　　　　〕〔　　　　〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　〔　　　　〕〔　　　　〕

②　きのう　本と　ノートを　買った。　 〔　　　　〕〔　　　　〕

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　〔　　　　〕〔　　　　〕

③　難しい　漢字の　熟語が　多すぎる。 〔　　　　〕〔　　　　〕

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  〔　　　　〕〔　　　　〕

ア　主格　　　イ　連体格　　　ウ　連用格　　エ　並立格

５　次の各組の　　部「が」の中で、主語を示すものにはア、対象を示すものにはイで、それぞれ答えなさい。

①　彼は登山が好きで、富士山に登るのが夏の目標だ。

Ａ〔　　　　　〕　Ｂ〔　　　　　〕

②　そんなにテレビが見たいのなら、見るがよい。

Ａ〔　　　　　〕　Ｂ〔　　　　　〕

